
□議員名：山田伸幸 

１ 小中学校におけるいじめ・不登校について  

論点 
市内の小中学校では、県平均以上に高い率で、いじめ・不登校が発

生している。どのように捉えているのか。 

回答 

いじめの認知件数は増加傾向にあるが、学校が積極的にいじめを認

知し、その解消に向けて取り組み、いじめを深刻化させない対応が

重要と考えている。 

市内の不登校児童生徒については、近年やや増加傾向にある。  

 

論点 いじめ・不登校への対策はどうか。  

回答 

きめ細かな対応が必要であることから、全ての教育活動を通じて、

未然防止、早期発見、早期対応に努め、校内体制の整備、心の支援

室支援員や専門家との連携を図るとともに、児童会や生徒会を中心

とした児童生徒主体の取り組みの充実を図っている。  

 

論点 「子どもの命最優先の原則」という観点で取り組んでいるのか。 

回答 

全ての児童生徒が有意義で充実した学校生活を送るためには、学校

は安全で安心した場所でなければならない。「子どもの命最優先」の

考え方は、全ての学校で教育活動を推進する上で根底において考え

なければならないものである。  

２ 国民健康保険の広域化について 

論点 
国民健康保険の保険者が県に移管されるが、本市の高すぎる保険料

が改善される見込みはあるのか。  

回答 
広域化は財政的な安定を目的としたもので、保険料は市によって必

要な額を算出し、決定される。  

 

論点 
資格証明書の発行は悪質なものに限るとされているが、山陽小野田

市は丁寧な対応がされているのか。  

回答 
滞納に至る理由などが明確に示されず、催促にも応じない人には発

行している。 

 



論点 

県が示したモデルケース（所得 200 万円家族 4 人）の場合、保険料

を支払ったあとに手元に残る金額は、12 万円程度になるが生活保護

基準を下回りはしないか。 

回答 
親子 4 人の保護支給額は約 15 万円になるので、指摘されていると

おりである。 

 

論点 

県下でもトップクラスの保険料が賦課され、滞納すれば容赦なく資

格証明書にすることは、国が言っている対応とは違う。丁寧な対応

が必要ではないか。 

回答 
資格証明書を発行する際に、一人一人の実態が分かるように訪問に

チャレンジしたい。 

３ 介護見守りについて 

論点 徘徊高齢者への対策を早急に確立すべきではないか。  

回答 
徘回ＳＯＳネットワーク、そのようなものの構築に向けて取り組み

を始めているところである。 

 

論点 
介護ボランティアポイント制度への評価が 30 分 1 ポイント、金額

換算して 50 円というのはあまりにも低すぎるのではないか。  

回答 

ボランティアへの評価であるので活動への対価というよりは活動場

所への交通費や活動に係る経費の一部に充てられるようなものと考

えている。 

今後は地域通貨の活用も検討している。  

 



山田議員　資料２

医療給付費分 後期支援分 介護納付分 保険料額 収入比
保険料
順位

収納率
(2014)

収納率
順位

資格証明
書交付数 順位 被保険者数 資格証率

資格証
率順位

下関市 263,340 72,450 71,120 406,910 20.3% 3 90.19% 13 1,196 1 68,551 1.74% 2
宇部市 260,005 83,270 73,900 417,175 20.9% 2 90.24% 12 314 5 40,743 0.77% 8
山口市 240,310 69,580 68,020 377,910 18.9% 9 94.21% 4 583 3 42,115 1.38% 4
萩市 252,050 74,470 55,830 382,350 19.1% 8 92.05% 9 70 9 15,206 0.46% 11
防府市 256,370 52,870 56,580 365,820 18.3% 11 93.82% 5 237 7 27,574 0.86% 7
下松市 244,650 75,090 64,130 383,870 19.2% 7 92.09% 8 60 10 13,103 0.46% 11
岩国市 252,828 59,262 54,826 366,916 18.3% 11 92.82% 6 682 2 37,497 1.82% 1
光市 224,930 73,750 65,480 364,160 18.2% 13 92.49% 7 130 8 14,262 0.91% 6
長門市 263,740 61,480 45,130 370,350 18.5% 10 96.69% 1 65 11 10,387 0.63% 9
柳井市 253,550 75,820 63,890 393,260 19.7% 5 95.25% 2 43 12 9,359 0.46% 10
美祢市 243,400 77,980 69,720 391,100 19.6% 6 94.78% 3 0 13 6,438 0.00% 13
周南市 259,933 76,317 65,660 401,910 20.1% 4 90.51% 11 423 4 37,220 1.14% 5
山陽小野田市 267,810 86,560 77,890 432,260 21.6% 1 91.21% 10 247 6 14,898 1.66% 3

　国民健康保険料　モデルケース比較 2015年度
　　事業所得200万円　4人世帯(夫、妻55歳、子ども2人）




